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平成１８年３月期  第３四半期財務・業績の概況（連結） 
平成１８年２月３日 

上場会社名 東海染工株式会社 （コード番号：３５７７ 東証・名証第１部） 
（ＵＲＬ http://www.tokai-senko.co.jp ）   
代   表   者  役職名・氏名 代表取締役社長 八代 芳明 
問合せ先責任者 役職名・氏名 取締役管理部長 吉田 隆文  ＴＥＬ：（０５２）５８１―８１４１ 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
   （内容）法人税等の税金費用の計算について、一部簡便な方法を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 
   （内容）「固定資産の減損に係る会計基準」及び「固定資産の減損に係る会計基準の運用指針」

の適用に伴う会計処理の変更であります。 
 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 
 
２．平成１８年３月期第3 四半期財務・業績の概況（平成１７年４月１日～平成１７年１２月３1 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

平成１８年３月期第３四半期 １５，７０１ △9.3 △１４９ － △３３４     － △３８６ － 
平成１７年３月期第３四半期 １７，３１７ 2.0 ４１７ －  １８４ － １６５ － 

(参考)平成１7 年３月期 ２３，４７５   ６９５   ３８３  ２５０  
 

 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

平成１８年３月期第 3 四半期 △１０ ８７ － － 
平成１７年３月期第 3 四半期 ４ ５９ － － 
(参考)平成１7 年３月期 ６ ９５ － － 

 (注)  １．売上高等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

    ２．パーセント表示は、対前年四半期比増減率を示しております。ただし、営業利益、 
経常利益、四半期（当期）純利益は平成 17 年 3 月期第１四半期から開示を始めたため、 

平成 17 年 3 月期第３四半期の対前年同期増減率は記載しておりません。 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

 当第３四半期の連結売上高は 15,701 百万円と前年同期比 1,616 百万円減（9.3％減）となり、通期連結

売上計画に対し、71.4％の進捗状況にあります。この大幅減収は、単体の減収 1,583 百万円がほとんどで

あり、その要因は日本国内での染色加工売上の減少によるものであります。一方、国内のシステム事業及
び保育事業は順調に推移しており、増収基調を維持しております。また、タイ国子会社では日本国内と同

様に重油をはじめとする原材料価格の高騰が急激であり、製品安・原料高の中で減益基調にあります。ま

た、インドネシア国子会社では現地通貨ベースでは増収ながら、現地通貨安の影響を受けて売上評価で約2
億円の減収となり、また外貨建借入金の為替評価損が発生し減益となりました。 

 この結果、営業損失149 百万円、経常損失334 百万円、四半期純損失 386 百万円となりました。 

 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

平成１８年３月期第 3 四半期 ２１，３５０ ８，７５１ ４１．０ ２５１ ８０ 
平成１７年３月期第 3 四半期 ２１，４３４ ８，６６８ ４０．４ ２４０ ４６ 

(参考)平成１7 年３月期 ２１，０８２ ８，８０６ ４１．８ ２４４ ３３ 
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［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

 当第３四半期の財政状態は、前連結会計年度末と比較し、総資産は268 百万円増加、株主資本は 54 百万
円減少し、株主資本比率は前連結会計年度末比 0.8 ポイント減少しました。 

 資産の増減の主なものは、時価評価による投資有価証券 1,053 百万円増加、受取手形及び売掛金 252 百

万円増加並びに現金及び預金908 百万円減少等であります。 
 負債の増減の主なものは、支払手形及び買掛金 486 百万円減少、短期借入金 145 百万円減少による流動

負債の減少 415 百万円と、長期借入金 573 百万円増加、退職給付引当金 211 百万円増加等による固定負債

の増加 830 百万円であります。 

 

○ 添付資料 
（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書 

以  上 
 
[参  考] 
 
平成１８年３月期の連結業績予想（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

通     期 ２２，０００ △１９０ △２５０ 
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） △７円１９銭 
 
平成１８年３月期の個別業績予想（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

通     期 １６，５００ △２９０ △２５０ 
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） △７円１９銭 
 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 

  主力の国内の染色加工事業は、12月以降の寒波により、末端の衣料消費が回復しており、昨年対比
2006年春から夏物にかけての染色加工需要は強含みで推移すると見込まれます。しかしながら、期初
よりの対米輸出の激減、国内大手ＳＰＡ（製造小売業者）向け加工の海外生産シフト等の影響による
減収及び重油をはじめとする原材料価格の高騰並びにこれらの価格への転嫁が難しいことによる減
収・減益の影響は避けられないと見込まれます。一方、インドネシア国子会社では第3四半期末での現
地通貨安の影響は期末には軽減しており、また第4四半期以降対日向け販売が順調に拡大し通期では増
収増益基調へ回復するものの、タイ国子会社では製品安・原料高の影響がしばらく続くものと予測さ
れ、減収減益が見込まれますので、通期業績予想を修正するものであります。 
なお、国内の今枝染工㈱との事業統合は平成18年4月完了で進行しており、来期以降年間約10億円の
染色加工売上増の計画であり、重油燃料からバイオマス燃料への転換を図る木屑ボイラー２台は、平
成18年7月及び平成19年1月稼動で完工する予定であります。また、糸・織・染色加工を組み合せたコ
ラボレーションによる産地企業との商品企画も拡大しており、来期以降の増収・コスト削減への体制
を進めております。このような状況のもと、期末配当（3円）は当初予定通りといたし変更はありませ
ん。 
  

 
(注)上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後のさまざ

まな要因によって異なる結果となる可能性があります。 
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〔添付資料〕 
１．（要約）四半期連結貸借対照表 

       （単位：百万円未満切捨） 

当四半期 
(平成 18 年 3 月期 
第 3 四半期末) 

前年同四半期 
(平成 17 年 3 月期 
第 3 四半期末) 

（参考） 
平成１７年３月期 科  目 

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 構成比 

（資産の部）  %  %  % 
Ⅰ 流動資産       
現金及び預金 1,172  1,236  2,081  
受取手形及び売掛金 6,511  6,920  6,258  
たな卸資産 1,765  1,977  1,755  
その他 946  1,086  923  
貸倒引当金 △37  △35  △36  
流動資産合計 10,358 48.5 11,186 52.2 10,983 52.1 
Ⅱ 固定資産       
有形固定資産 7,071  7,262  7,135  
無形固定資産 45  53  51  
投資その他の資産 3,875  2,931  2,912  
固定資産合計 10,992 51.5 10,247 47.8 10,099 47.9 
  資産合計 21,350 100.0 21,434 100.0 21,082 100.0 
（負債の部）       
Ⅰ 流動負債       
    支払手形及び買掛金 3,308  3,939  3,795  
短期借入金 3,694  4,014  3,839  
1 年以内償還予定の社債 100  100  100  
未払費用 850  811  670  
その他 949  915  912  
流動負債合計 8,902 41.7 9,781 45.6 9,318 44.2 

Ⅱ 固定負債       
社債 250  350  350  
長期借入金 1,008  609  435  
退職給付引当金 2,112  1,762  1,901  
その他 288  143  142  
固定負債合計 3,659 17.1 2,865 13.4 2,828 13.4 
負債合計 12,562 58.8 12,646 59.0 12,147 57.6 
（少数株主持分）       
少数株主持分 37 0.2 118 0.6 128 0.6 

（資本の部）       
 資本金 4,300  4,300  4,300  
 資本剰余金 4,254  4,254  4,254  
 利益剰余金 90  322  412  
 再評価積立金 417  417  417  
 その他有価証券評価差額金 1,241  422  496  
 為替換算調整勘定 △1,229  △1,036  △1,061  
 自己株式 △323  △11  △13  
資本合計 8,751 41.0 8,668 40.4 8,806 41.8 

負債、少数株主持分及び資本合計 21,350 100.0 21,434 100.0 21,082 100.0 
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２．（要約）四半期連結損益計算書 

（単位：百万円未満切捨） 

当四半期 
平成 18 年 3 月期  
第 3 四半期 

前年同四半期 
平成 17 年 3 月期  
第 3 四半期 

（参考） 
平成１７年３月期 科  目 

金  額 金  額 金  額 

Ⅰ 売上高 15,701 17,317 23,475 

Ⅱ 売上原価 14,324 15,244 20,565 

 売上総利益 1,376 2,072 2,909 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,525 1,654 2,214 

 営業利益 △149 417 695 

Ⅳ 営業外収益 100 80 93 

Ⅴ 営業外費用 285 313 404 

 経常利益 △334 184 383 

Ⅵ 特別利益 122 80 79 

Ⅶ 特別損失 288 90 183 

 税金等調整前四半期 
（当期）純利益 

△500 174 280 

 税金費用 △78 23 10 

 少数株主利益 △35 △13 18 

 四半期（当期）純利益 △386 165 250 

 


